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2009 年  12 月  01 日  

熊野の旅 地域振興 物産展疲れも  

 囲碁大会の会場の「熊野市立文化交流センター」の外ではテント掛けで物産品販売

をやっていました。 
 熊野市だけではなく、全国的に、こうしたイベントがあると地元のお店や生産者に

出展要請が出ます。 
 イベントの規模によって物産展の規模も変わりますが、協力してくれそうなところ

は限られます。 
 つまり、毎度おなじみの顔ぶれが出店します。 
 こうした地元での出店はまだましなのですが、県内どころか全国版でこれ式のもの

があり、出店要請が来ます。 
 イベント主催者にとっては客寄せにありがたいものです。出店が多くなればそれな

りに近所のおばちゃんでも覗きに来ますからね。 
 ことに、野菜の直売とか魚の直売をやれば客がやってきます。 

 
 囲碁大会は小さなイベントですからテント掛けもこれだけでしたし、いつもの人た

ちは狩り出されていませんでした。 
 こうした出店に私もかつては協力して全国あちこちに出かけた時代もあります。 
 「熊野市物産振興会」を碁石屋さんたちと立ち上げたいきさつもあり、市、県など

の協力要請には極力こたえていたからです。 
 今は軽いテントが買い揃えられ、ハッピやノボリもふんだんにそろっているのです

が、発足当時はテントも自前、ハッピも全部で１０着しか作れなかったものです。 
 市内はもちろん、県内、名古屋、大阪、東京…木工製品やみかん、さんまの丸干し、

御浜小石など担いで出店をしていました。 
 こんなのって、せいぜいＰＲ活動に過ぎないのです。 
 出ている側は時間と人件費の持ち出しになります。 
 売れまくっているようなものでも、宿泊費、交通費、送料などを積算すると赤にな

ることが多いです。 



 その「赤」を宣伝費と捕らえるわけですが、郷土物産でやっているときは個人のお

店とかではなく「熊野市」とか「御浜町」と言った地域としてのＰＲにしかならない

ことが多いです。 
 やらなきゃあ仕方ないからやっているけど、出る者はだんだん疲れてきます。 
 伊勢とかになると、本業の「催事屋」さんが育っていて、海産物などはそうした業

者さんに任せています。 
 「餅は餅屋」…その人たちは売れるものを持って行き、実に上手に売ります。 
 バナナのたたき売りではないですが感心しますね。 
 そのかわり、以前に北海道物産展などで問題になった、「よそ物」や「輸入品」で

も平気で売りかねないところがあります。 

 
 都会にお住まいの方だと、百貨店では毎週のように「○○県物産展」なんてのをや

っていますね。 
 あれは客が集まるものなのです。 
 一番はやるのは北海道だそうですけどね。 
 三重県では「赤福」さんはやっぱり抜群に売れます。いつでも東京で買えるのに… 
 「伊賀越」の味噌と醤油なんてのも日本橋の百貨店ではものすごく売れますね。 
 でも、「ブランド名」で売れるものって、三重県でもそんなに無いようです。 
 「紀伊長島の…」「尾鷲の…」「熊野の…」「御浜町の…」こんな感じですね。 
 これって、中々後に残らないんです。 
 地元出身の人は別にして、「あら！おいしそう！」なんて買ってくれた人は、家に

帰った頃にはどこの産だか忘れちゃうことが多いのです。 

 
 気長にやれったってねえ… 
 出店を開いている時はそれなりに面白いのですが、だんだん疲れがたまってきます。 
 肉体的にではなく精神的にね。 
 ご苦労さんな事です。 
 こんなで店を見かけたらちょこっと買い物をしてあげてください。 
 「黒」にはならなくても「張り合い」にはなりますから… 

  
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ              by je2luz | 2009-12-01 12:02  

 

 

 

 

2009 年  12 月  02 日  

熊野の旅 模索中 産直・魚屋・畑辰  

 
 写真は、時々登場する近所の魚屋さんです。 
 元々、小売店ではなく、加工、卸売りの魚屋さんです。 
 かつては毎日山間部は走り回っていた「移動販売車」がたくさん仕入れに来ていた



ところです。 
 今ではその移動販売の車もほとんど廃業してしまい仕入れの車が列を作ることも

ありません。 

 

 ここの魚屋さんの当主さんはまだ若い人です。 
 小売用の店舗ではなくても、目の前を「熊野古道歩き」の人が歩きます。 
 どこかの知事さんは「どげんかせんといかん！」と言いましたが、木本っ子ですか

ら、「なんとかせなあかんにゃあ！」ということでしょうね。 
 少し前から、作業場の前に染め抜きの日よけを付けていましたが、今度は立て看板

を作って来ました。 
 これだけやれば、ガイドブックを片手にわき目も振らず大急ぎで歩く観光客でも気

が付くでしょう。 
 「店」というより「加工場」ですから、少し前の人なら、「入っちゃあいけない」

と思う感じですが、今ではテレビのロケ番組でこんな所へどんどん入り込むのでため

らわない…逆に、「産直らしい」と喜ぶ人も増えているようです。 

 
 木本の国道沿いにはもう一軒同じように加工業者が仕事していますが、そちらも今

は直売をやっています。 
 でも、物が物だけに中々立ち寄る人は居ないようです。 
 そうですよね。 
 そもそも、みやげ物が売れない時代ですし、熊野古道歩きの途中で「干物を買う」

という発想にはなりにくいですからね。 
 観光客の中で、頭の中に、「熊野のさんまの丸干しってえのを食べてみたい！」と

か、「なんか旨そうな物は無いかしら？」なんてことがある人の足は止められるでし

ょう。 
 純然たる「土産物屋」よりは、「旨そう」で「本場で買った」と言う気に成れます

からね。 

 



 昔と違い今では「小包」や「宅急便」が当たり前になっているので、どこの店でも

発送してくれる時代です。 
 家に帰って、あくる日くらいに「熊野のさんまの丸干し」でも焼いて食べながら、

「松本峠」や「大吹峠」の話で盛り上がるのは楽しいことのはずなのですが… 

 
 私はあまり土産などは買うほうではありません。 
 現地で食事をするときは出来ればそこのものを食べてみたいとは思いますが、さも

さもらしい「郷土料理の店」は敬遠してしまいます。 
 「作られた郷土料理」の臭いがするような気がしますからね。 
 何しろ素直じゃないですから… 
 でも、学生時代でも、魚屋で買って新聞紙にくるんでもらった蟹なんぞを汽車の中

でかぶりついたりしていましたね。 
 それが一番旨いんです。 
 本当は店先で「五平餅」や「イカ焼き」のように焼いてもらって、かじりながら歩

くのが一番でしょうけど、それをするほど人が通らないですしね。 
 「熊野古道・松本峠」に来た人が歩くルートは３本から４本です。 
 まさに分散型の観光地です。 
 「ここに集まる！」と言う場所もはっきりしませんから難しいですね。 
 「定置網」や「ウナギもどり」のようにじっと待つしかないようです。 
 それでも、上手に仕掛ける人と下手な人では差は出ますからね。 

  
Tags:熊野市 世界遺産 熊野の味              by je2luz | 2009-12-02 11:23  

 

 

 

 

2009 年  12 月  03 日  

熊野の旅 探せば見つかる・・・  

 紅葉は昼と夜の寒暖の差が大きいほどきれいになるのだそうです。 
 でも、第一番に紅葉する木が無ければ始まりません。 
 紀州は木の国、江戸時代から始まった人口育林がどんどん広まって見事に杉と桧の

山になっています。 
 平地も少なく、農地もなし、人もそんなに居ないので生活を支える雑木山がそんな

に要らなかったのでしょうね。 
 それでも私が子供の頃には集落のそばは農業用の腐葉土を作ったり、牛のえさを刈

ったり、炭を焼いたりするための雑木の部分が残されていました。 
 それが、牛も居なくなるし、肥料も化学肥料になるし、燃料も石油に変わり次にプ

ロパンガスになるし…お金にならない雑木の部分は少しずつ植林されて減ってしま

いました。 
 元々、雑木山にしても温帯性の照葉樹がたくさん生えてくる場所です。それれらは

事実上、紅葉しません。 



 このように、この辺の山はほとんどが植林された針葉樹で、ほんの少しある雑木山

も紅葉しない木が一杯混じるし、さらに、温暖なところなので同じ樹種でもきれいに

色づかない… 
 秋になると、緑の山々の色が少し元気の無い緑になるのですが、カラー写真にして

も区別が付かないような変化です。 
 春の山桜は一本でも緑の山の中で「ここに居るぞ！」と存在を主張しますが、もみ

じでは１本でそこまで主張できる物は無いですね。 
 イチョウの大木でも混じっていればわかるでしょうけどね。 
 それに、林業家にとって枝を広げる雑木は邪魔者なので、大きくなる前に切り倒し

ますからね。 
 山桜は巨木にすれば高く売れるかもしれないと言うこともあるのですが、残されま

すね。 
 ほとんど金にならないようなのでも残します。日本人は桜が好きですからね。 

 

 そんなところですが、山道では探せばきれいな紅葉もあります。 
 写真にするのなら、一本のもみじでも十分なのですけどね。 
 黒い杉の木立を背景に黄色の葉っぱ… 
 暗い谷間に一枝の赤いもみじ… 
 その方が絵にはなります。 
 でも、紅葉狩りにはなりませんね。 

  
 ちょうど今頃が「熊野古道」の道筋でもみじが見られる時期です。 
 奥入瀬・八幡平・香嵐渓… 
 そんなわけには行きませんが、見落とさなければ見られます。 
 街中の井の頭公園に負けるかもしれませんけどね。 
 いや、大通りの御堂筋にも勝てないでしょう。 
 でも、ここの道の先には「神々」が居られますし、「極楽浄土」にも通じているそ

うです。 

  
Tags:熊野市 熊野古道 昭和                by je2luz | 2009-12-03 11:57 



2009 年  12 月  04 日  

熊野の旅 春の準備 杉は悪くない  

 山の雑木が冬支度をする頃、杉と桧は春の準備に入ります。 
 動物と違い植物は寿命が長いですから、人間が勝手に「古木」なんて呼んでいる木

でもちっとも古いと思っていないようです。 
 今の人間は８０年ほどしか経っていない杉を「古木」「大木」なんて呼びますが、

杉は縄文杉のように環境が許せば、千年、二千年、三千年と生きられるのです。八十

歳、百歳では幼齢期なのかもしれません。屋久島では『小杉』にも入れてもらえない

樹齢でしょう。 

 
 この雨の粒が少し残っている杉の葉っぱですが、どうやらこの木はそんなに花を咲

かせないようです。 
 このような杉の枝の先端に米粒のような蕾を蓄えるのです。 
 そして、二月から四月に掛けて開花して花粉を散らすのです。 
 雄花が先端に付き、大き目の雌花は少し丈夫な内側に着くのです。 
 元来、杉や桧は雑木山であちこちに点在しながら勢力を伸ばしてゆく植物だったわ

けです。 
 きれいな花を咲かせ、蝶や蜂を呼び寄せて花粉を運んでもらうのではなく、風を頼

りに雌花にぶつかれば幸い…というような受粉形態ですから、思い切りたくさんの花

粉を撒き散らす必要があったのでしょう。 
 太古から今のように、杉山、桧山で育つようだったらこんな進化はしなかったでし

ょうね。 

 
 昔はこの杉の蕾も遊び道具だったのです。 
 「紙鉄砲」は年中やれるのですが、この「杉鉄砲」や「茶ノ木鉄砲」はシーズン限

定です。 
 両方ともに冬のものです。 
 「茶ノ木鉄砲」はお茶の木の蕾を玉に使うものなので、蕾が少し大きくなって一部



が開花し始める時期、真冬にしか遊べません。 
 「杉鉄砲」も同じ頃です。 
 これらの鉄砲は、竹を切って自分たちで作ったのです。 
 「肥後の守」はこんな時、大活躍したものです。 
 一発目の弾を込めて内側のピストンになる棒で先まで送っておき、二発目の玉をお

尻に入れピストンを勢いよく押します。すると、空気銃のように中間の空気が圧縮さ

れた圧力で前の玉が勢い良く飛び出します。 
 茶の木の蕾は柔らかいですから、空中で破裂してそれこそ「花のように」散らばる

ことが多くて、中々、相手にあたりません。 
 杉の蕾は固いので、空中分解しないで飛んでくれます。 
 しかし、なんといっても２-３ｍｍの小さなものなので、鉄砲も笹竹のような細い

もので迫力がありません。 
 小さい割りに結構良い音がしますが、遊ぶときのムードが… 
 今だと、『出来た出来た』『飛んだ飛んだ』で満足してお終いでしょうけど、私が子

供の頃はそれで本当に遊んだわけですからね。 

 
 杉の雌花を使った鉄砲などで遊んだし、年中山の中で遊んだのですが、今のように。

「花粉症」なんて言葉も無いし、マスクをした子なんか居ませんでしたね。 
 普段から鼻をたらした子は今よりうんと多かったですが、花粉症では無かったです

からね。 
 食い物が変わって、日本人の体質が変わったのでしょう。 
 若禿げが増えたのも同様でしょうね。 
 体が大きくなり、胸も大きくなったけど不都合も起きているようです。 
 杉は人間が増えるより前から日本にありましたし、花粉症は近代病です。 
 決して悪者ではありませんよ。 
 悪者なら、神社やお寺や日光街道などに植えないはずです。 

  
Tags:熊野市 熊野古道 昭和               by je2luz | 2009-12-04 11:58 

 

 

 

 

2009 年  12 月  05 日  

熊野の旅 これくらいなら起こせるはず…難破船  

 近くで見れば確かに大きな船です。 
 ごろんと横になって寝ていて、周りには世話をする係りや、垂れ流す汚物をふき取

る係りが居て… 
 すごく穏やかな景色なのに、面会謝絶のように近づけさせないようにしてあります。 
 なんだか、隔離病棟みたいな感じです。 



 
 油の流出が止まらないので、処理用の船がずっと中和剤などまいています。 
 そして、船腹には台船が取り付いて燃料の抜き取りを行っていますが、いつまでか

かるのか目戸が立っていないとか… 
 こんなに近くで転覆している割に、油が岸に流れ着くのが少なくてすんでいるよう

ですが、流れ着いた油に火が入れば船まで火も及ぶ可能性があり結構危険な状態です。 
 このため、付近の海岸は全面立ち入り禁止になっています。 

 
 とにかく近いですからね。 
 一枚目の写真は３５ｍｍ（３５ｍｍカメラで５２ｍｍ相当）、二枚目の写真は２０

０ｍｍ（35ｍｍで３００ｍｍ相当）で撮ってノートリミングなのです。 
 今でもほつぽつと見物人が居るようです。 
 天気が良いときに見るときれいなだけで、危機感もなのも沸いてこない光景なんで

すけどね。 

 
 船会社はこの船をここで解体したいようです。 



 しかし、これくらいの船は浮き袋で起こすことが可能だと思うのですがねえ… 
 おまけにほとんど無傷なんですから… 

 
 ここで割ればかなりの量の油が流出しますね。 
 今出ているのはほんの少しですがこんなものでは済まないでしょう。 
 コスト的には解体する方が安いのでしょうね。 
 しかし… 
 船の構造で、引き起こす前に積荷を引っ張り出すことは難しいようですが、何とか

ならないのでしょうか？ 
 日本海と違って、今からの熊野灘は割合と穏やかです。 
 「太平洋」の名前が付いたゆえんの穏やかな海です。 
 冬の日本海ならそろそろ荒れ始めて、収まりが付かないでしょうけどね。 

 
 船の底までこんなにはっきり見ることはあまり無いです。 
 この船体には小さな水中翼も付いているんですね。 
 フェリーと言う割りに、船体がスマートで高速型みたいです。 
 安定より経済性や効率優先なのかもしれませんね。 
 それにしても、きれいな船体です。 
 でも、大きな災いの元になりかねない「女体」と言うところです。 

 
 南牟婁郡御浜町神志山や三軒屋のあたりの人は、この船越しにご来光を拝むことに

なりそうです。 
 なんとも厄介なことですね。 

  
Tags:七里御浜 熊野市            by je2luz | 2009-12-05 11:47 

 

 

 

2009 年  12 月  06 日  

熊野の旅 こんな列車も良いでしょう？ 紀勢本線  

 「紀勢本線」は最近では「本線」をつけないで呼ぶことが多くなっています。 
 まあ、「東海道本線」でも「本線」を付けなくなっていますからね。 
 こまかいローカル線が廃線になったり、第三セクターの鉄道になったりして、路線

が減ってしまい、昔の本線ばかり残ったと言うのもあるでしょうね。 
 「紀勢本線」も昭和３４年に全通していたから廃線とか三セク移行しないで済んで

居ますが、繋がっていなかったらどうだったでしょうね。 
 繋がっていても国鉄の最後の頃には「廃線論」があったのです。 
 『乗って残そう 紀勢線』などという運動があったくらいですからね。 
 繋がっていなかったら、多分、三セク鉄道でずっと廃線がちらついているでしょう。 



 
 この「紀勢本線」、この写真は今はＪＲ東海、旧国鉄『紀勢西線』の「神志山駅」

と「紀伊市木駅」の間です。 
 「年中みかんが採れる町」をキャッチフレーズにしている、三重県南牟婁郡御浜町

です。 
 このあたりでは山と海の間が紀勢線沿線では一番広いところです。 
 紀州は紀伊国屋文左衛門の頃から、「みかん」の産地です。 
 紀勢本線は紀州に入ってからは、基本的に海岸線に沿って走りますが、ずっと、み

かん畑がついて回ります。 
 国道４２号線もみかん畑が続きますが、国道より「家の裏」を通る鉄道の方が昔な

がらの風景をとどめています。 
 ことにこのあたりでは、汽車の窓から見ると手が届きそうなところにみかんがなっ

ています。 
 現に、列車が通過するときには風圧でみかんが揺れるほど近くに枝が出ていますか

らね。 

  
 本当の『本線』になると、線路の周りの柵が頑丈になって、『来るな！』と言って

いるみたいですが、「紀勢本線」のように、ローカル線的本線だとそんなに大層に分

離はされていません。 
 東南アジアの鉄道のようにどこが鉄道敷地かわからないなんてことは無いですけ

どね。 

 
 こんなのんびりした光景の中を走る紀勢線なのですが、この区間は珍しく直線が続

くので、特急列車は風を巻き上げて走り抜けてゆきます。 
 早くて空調も整っていて快適なんですが、およそ情緒なんて無いですね。 
 『旅情』なんてのは、汽車が無くなり、客車も消え、夜行列車も無い時代では探さ

ないと見つからないでしょう。 
 今では、温泉場などのロケで「旅情」を作り出していますからね。 

 



 でも、こんなローカル本線を普通列車で熊野の旅をしろと言っても、今の時代には

流行らないでしょうね。 

 
Tags:紀勢西線 JR 紀勢本線 昭和   特急 南紀     by je2luz | 2009-12-06 11:41 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年  12 月  07 日  

熊野の旅 月例 広報くまの １２月号より  

 今年最後の公報熊野が来ました。 
 予算がなくなったのか、福祉だ何だと言った折込みが入っていませんでした。 
 イベントシーズンが終わるときなので、その報告取材記事がたくさん載っています。 
 「こんなのがありました！」ってやつです。 
 そして、「いいなあ！」と思っても、次にあるのは一年後です。 
 「こんなのあります！」という記事が少ないんですよね。 
 役所主体のは出るんですが、各地のお祭りとかは通知がないと載せないようです。 
 でも、「地域おこし」をもになう公の広報誌は、「こんなのもありますから、見に行

ってください」と言うコーナーがもっと充実しても良いような気がします。 

 
 人口動態 

 
   人口    20.363  （-20） 
    男     9.485   （ 0） 
    女    10.878   （-20） 
  世帯数   10.013   （-9） 



 減少は毎度のことですが、珍しく女の人だけが減少しています。 
 女の人の方が一割以上多いのですから。寿命の伸びが止まると、なくなられるのも

女の人が多くなって当然ですけどね。 

 
 来年の行事 

  
 平成２２年熊野市成人式 
   一月三日  １０時～ 
    熊野市市民会館 

 
 熊野駅伝大会 
   一月十日  １１時スタート 
   部門 一般男子・中学男子・一般女子…ここまで４人一組 
            小学生…６人組み 
   参加費用 ３０００円  高校・高専以下は１０００円 
   募集期限 １２月１１日 
    問合せ先 熊野市駅伝実行委員会 0597-85-2085 

 
 熊野かるた大会・第二回 
   一月三日 １３時～１６時 
   熊野市文化交流センター 
    幼児と小学生が対象 
    問合せ先 熊野かるた制作委員会  05-7-88-2130 

 
 市民のためのオーケストラコンサート 
   一月十一日 １３時３０分開演 
   熊野市民会館 
   管弦楽 京都祝祭管弦楽団 
   合唱  混声合唱 Barenchor 
   演目 「新世界」より とか「ダッタン人の踊り」など 
   料金 前売り 一般１０００円（当日１２００円） 学生５００円（当日８０

０円） 
    問い合わせ 0597-85-3742 

 
 これくらいが載っています。 



 

 今はこの季節です。 
 あちこちでエキゾチックなアロエの花が咲いています。 
 この辺の海岸線ではありふれた光景なのですが、山間部ではアロエ自体が育たない

のです。 
 チベットとハワイが同居している紀州ですから… 

  
Tags:熊野市 七里御浜                 by je2luz | 2009-12-07 12:48  

 

 

 

 

 

2009 年  12 月  08 日  

熊野の旅 かつては半農半漁だった…  

 全国の海岸線には「半農半漁」と言われる集落がたくさんあったものです。 
 私が子供の頃の社会の教科書にはこの言葉があったように思います。 
 ここの『七里御浜』に沿った集落もそんなところが多かったようです。 
 今のように大きなエンジンの漁船ではなく、「和船」を浜から人力で押し出して漁

に出た時代は、漁獲もたいしたことはない代わり、集落総出で船を出して副業にする

漁業が成り立っていたのです。 
 ことに、こうした砂利浜のあるところなどは、地形上、そこそこの農地はあるし、

浜で船を下ろしたり上げたりは大変ですが、地引網が引けたから「半農半漁」の集落

が出来ていったのでしょう。 
 近代になる前は「磯」より「浜」の方が船をつけよいので、漁村は「浜」にあった

のです。 
 今では岸壁が出来て、「浜」のない漁港ばかりですが、魚に関しては『浜値』など

という風に「浜」を使いますね。 

 



 このように小さな漁業集団が一杯あり、それぞれが木造の和船を数艘ずつ持ってい

て、普段は浜に上げていました。 
 地引シーズンが終わったり、台風が近づくと船を松原まで引き上げて流されないよ

うにしてありました。 
 そうした和船の姿を以前にもここに載せたことがありますが、今回、例のフェリー

事故の「ありあけ」を撮りに行った御浜町三軒家の松林でもっと朽ち果てた船を見つ

けました。 
 通りかかっても気が付かない人も多いだろうと言うまで形がなくなって土に返っ

てしまっています。 
 この船の出入り口になっていたはずの場所には船はありません。おそらく半農半漁

の「漁」の方がなくなったのでしょうね。 

 
 昭和が終わって、平成になってもう２０年です。昭和の中ごろまで普通だったこう

した田舎の生活様式や風景が変わってしまって当たり前なのでしょうね。 
 唱歌に歌われていた 
  「松原遠く 消ゆるところ 白帆の影が 浮かぶ・・・」 
  「吾は海の子 白波の・・・」 
 などという情景はどこにも見えないし、老人以外には理解できないものになってし

まったようです。 

 
 熊野市側の有馬松原の遊歩道にも何艘かのこうした廃船が見られます。そして、南

牟婁郡側にもあります。 
 寂しい光景ですが、木で作られた和船はこうして自然に帰ってゆきます。 
 あと十年もすれば、ここに船があったこともわからなくなるのでしょうね。 
 そして、ここの住民からも自分たちの先々代あたりには船を操り網を引く技術があ

ったことの記憶も消えてゆくのでしょう。 
 戦争を抜きにすれば、どの時代に生きた人が幸せなのか良くわかりませんね。 

 
Tags:昭和 七里御浜 熊野古道              by je2luz | 2009-12-08 11:32 



2009 年  12 月  09 日  

熊野の旅 昔の浜街道はこんな感じだったのかも…  

 

 国道４２号線は熊野市と新宮市の間、ずっと「七里御浜」に沿って走っています。 
 以前は有馬、阿田和、井田などと言う集落では少しだけ曲がって街中に入りました

が、二車線に改修するときに完全に海岸沿いになりました。 
 集落以外の場所ではほぼ今の位置で砂利道が続いたものです。 
 私のかすかな記憶では、その砂利道の両側に松林のあるところが結構多かったもの

です。 
 私の記憶は戦後のものですが、戦時中に松原を切り倒して開墾したそうですから、

戦前にはもっと多かったのだと思います、 
 今は国道から海側は国有林のところが多いのですが、山側は民間に払い下げられて

松林などありません。 
 更に、戦後すぐ位から猛威を振るってきた「松喰い虫」の被害でもはや松の大木な

ど存在しない「松原」になってしまいました。 
 かつての松林は昔の人たちが植林して防風林として育てたものです。 
 高波の時に押し寄せる波を抑える役目も果たしたのでしょうね。 
 今は、名前こそ「有馬松原」などといいますが、ほぼ完全な「温帯性照葉樹林」に

なっています。 
 学者に言わせると、松林にはこうした雑木を生やしてはいけないのだそうです。し

かし、営林署時代は手を入れないことがいいことだとばかりに放置林にしてありまし

たね。 



 手入れをしていても松喰い虫はとめられなかったかもしれませんけどね。 

 
 この防風林の中には、有馬町の「有馬保育所」を『過ぎたところから志原尻までの

1.5Ｋｍほどと、志原川をわたった神志山オークワ前から数百メートルの間、遊歩道

が作られています。 
 林の中に地道がずっと続きます。 
 最近、下生えを整理して気味の悪いところは減っています。 
 それまでは何があるかわからない原生林状態だったのですが、今は散歩道に良いも

のになってきています。 

 
 残念ながら、この遊歩道は「熊野古道」の観光コースにはなっていません。 
 ガイドブックには一応載るのですが、熊野にこられる人も、「大吹峠」「松本峠」「木

本神社」「獅子岩」「花の窟神社」「産田神社」と回るのが精一杯です。 
 このコースのお終いのところから始まるのがこの「遊歩道」です。 
 『御浜街道』とも言われた昔の「浜街道」はおそらくこの写真のような感じのもの

だったのだと思います。 
 ほんの少しだけ広く、周りの木々が松の木だったでしょうけどね。 
 そして、海側を見ると松の間から熊野灘が光っていたのだと思います。 
 今では、そちら側は防波堤があって海は見えません。 

 
 たまに浜街道を歩く観光客の人も居られますが、ほとんど全員堤防の上を急ぎ足で

歩いています。 
 景色は良いですが、コンクリートの堤防の上では急ぎ足になります。 
 のんびりと歩くなら、目にも足にも優しい林間の遊歩道の方が良いと思いますよ。 
 昔の熊野詣の巡礼さんはこちらを歩いたのだと思いますからね。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 国道４２号線          by je2luz | 2009-12-09 11:36  

 

 

 

 

2009 年  12 月  10 日  

熊野の旅 写真展やります 熊野古道どおりの主人公  

 再来週、１２月２３日から一ヶ月ほどの間、熊野市木本町関船町（古道通り真ん中

辺）で今年一年の「古道通りの会」などの活動をまとめた写真展をやります。 
 今までは、まったく人間を抜きにした写真でしたが、今回は人間主体の写真になり

ます。 
 白黒写真ばかりでまとめに掛かっています。 
 あと、十日ほどになってようやく暗室仕事も始めましたが、どうにも臍の無いよう

な感じで収まりが悪いものでした。 
 いくつものイベントが並ぶからこうなってしまいます。 
 そこで… 



 ここを支えている人たちの写真をトップに飾って…ということにしました。 

 
 昔と違い、スナップ写真の展示には気を使わなくてはならなくなっているようです

が、この人たちの写真から始めることで少し和らげようと言う思惑もあります。 
 展示が終われば本人さんの申し出があれば写真は進呈することにしています。 
 地元の人の分は本人にわたるものもあるでしょうね。 

 

 後ろの山が「松本峠」です。すぐ足元なんです。 
 こんなメンバーが「古道通りの会」を支えています。 
 この人の奥さんとか、ほかの人とか合わせても十数人でしょうね。 
 ほとんど全員、昭和十年台の生まれの人ばかりです。 
 若くは無いですが、その年代しか古い町並みの本町筋には住民が居ないくらいなの

です。 
 町並みに合う年齢に皆さんなってしまったようです。 
 それにあわせて、カメラもレンズも古いもので、古い写真を撮りました。 
 このカメラが現役だった頃にはかわいらしい子供だった人達なんですけどねえ… 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ            by je2luz | 2009-12-10 11:51  

 

 

 

 

2009 年  12 月  11 日  

熊野の旅 新年になったら…  

 もうすぐ今年も終わりですね。 
 もう、お正月の予定は立て終わっている人が多いと思います。 
 不景気だと言いつつ、都会ではアウトレットモールだとか言うものが流行っていて、



ビニールのかばんが数万円とか十数万円とかで売れまくっているとか… 
 おかしな時代です。 
 来年も続くのでしょうかね？ 
 そんなお店とは縁遠い熊野に来る時はそんな大層なものを持ってこなくて結構で

すよ。 
 身に付けていても分かってくれる人は居ませんから… 

 
 来年、２０１０年の元旦午前７時ごろの天気はどんなでしょう？ 
 上天気で無いと駄目なんですが、熊野市はご来光を拝む絶好の場所なのです。 
 初日の出は太陽の昇る位置が南によって居ますから、「七里御浜」のどこから見て

も真正面の太平洋、黒潮の向こうから出てきます。 
 完全に雲が無く、水平線から直に昇ることは割合と少なく、水平線に低く掛かる雲

から顔を出す形が多いです。 
 低い雲だと昇った太陽の光が海の上に光の道を作り出します。 

 
 冬の太平洋岸は晴天に恵まれることが多いです。 
 北からの寒気のときは、紀伊半島南部まで寒気の雲がやってくるまでにいくつもの

山並みを越えるので、雪も降り終えて乾いた空気になっていますからものすごく晴れ

よいのです。 
 ただ、このまま温暖化が進むと、冬でも太平洋側に移動性低気圧が出来て冬らしく

ない天気が多くなりそうです。 
 今日も冬だと言うのに大雨で遠くで雷まで鳴っています。 

 
 でも、まだしばらくは熊野市が亜熱帯になるまで時間は残っているでしょう。 
 日の出は午前７時ごろです。 
 皆さんが集まっているのは、「獅子岩」から「花の窟神社」に掛けてが多いです。 
 「鬼ヶ城」も正面の海から昇ります。 
 「七里御浜」は全域、どこでも正面から登ります。 
 車の置ける場所には人が集まるってことですね。 
 行く場所が無かったら、ひとっ走り熊野の初日の出を拝みにおいでください。 

 
 初詣に行かれるなら、日本最古の神社「花の窟神社」もありますし、「産田神社」「大

馬神社」もあります。 
 どれも、お伊勢さんや那智山のように混むと言うことはありません。 
 行列を作って立ち止まる時間もなしに参拝するより、じっくりお願いする方がご利

益がありそうですよ。 
 だいたい、同じ神様が祀られているようですから、こうしたところの方が個別面談

の時間をとってもらえそうです。 

 
 １月６日（水）には「大馬神社」の例祭が行われるそうです。 
 １月１０日（日）は「産田神社」で大祭があります。ここでは、「さんま寿司発祥

の地」と言うことで「骨付きのさんま寿司」が出されるようですよ。もちろん、骨無



しの普通のものが販売されています。 
 「産田神社」は名前どおり、「安産の神様」とされています。 
 地元の妊婦が減っていますからこちらも願いを聞いてもらいよいと思いますよ。 
 ２月２日は火曜日ですが、「花の窟神社」の春季大祭です。「春のお綱賭け］があり

ます。 

 
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ              by je2luz | 2009-12-11 12:43  

 
 
 
 
 

 

 

 

2009 年  12 月  12 日  

熊野の旅 災害復旧と世界遺産 松本峠  

 熊野古道の『松本峠』が台風によって壊されてから二ヶ月になります。 
 崩壊が進むとか、近隣に被害が及ぶとか言うようなものでは無し、余程おっちょく

ちょいでなければ、落ちることも無いような現場なので一向に復旧工事に掛かりませ

ん。 
 人力だけで復旧できるものではないので、工事に掛かれば我が家の庭先から確認で

きます。 

 

 どうやら、年を越してからのようです。 
 「世界遺産」ですが、重要な道路ではないですからね。 
 「市道」に登録したのでしょうかね？「赤道・あかみち」みたいな物ですからね。 
 「国道」「県道」「市町村道」「農道」「林道」など色んな道があり、こうした災害の



復旧もそれぞれの予算でやります。 
 そもそも、「世界文化遺産」って、どこの管轄になるのでしょうね？ 
 「遺産」はユネスコが指定するので全体としては「教育関係」？？？ 
 でも、個々の建物やこうした道路などは違うでしょうね。 
 便乗工事も色んな部署がやったりしているようですから… 
 それに、そんな時以外は勝手にいじっちゃあいけないのが「遺産」でしょうからね。 
 新しい橋が架かり、景観が壊れるということでドイツでは「世界文化遺産」を外す

とか… 
 縦割り行政のお役所ではこの管轄が大きな意味を持ちますからね。 

 
 災害が起きてすぐの時に比べると手すり代わりのロープが丁寧に張られています。 
 夜道を歩く人も居ないですから、まあ、これで十分でしょうね。 
 でも… 
 今の時代、こんなところで転んで落っこちても「管理責任」を叫んで慰謝料を請求

する、人間の出来ていない「巡礼」も居るかもしれません。 
 いや、「巡礼」ではなく「観光客」ですね。 
 「巡礼」は自分の意思で苦労を買って出るのですが、「観光客」は「おいで下さい」

と宣伝して来てもらっているのですからねえ…「客」ですよね。 

 
 まあ、こんな状態ですから、怖いような崩れ方はしていません。 
 熊野古道に指定されている山道では、もっともっと怖いところが一杯ありますから

ね。 
 木のほうはもう切り刻んでしまいましたが、ひっくり返った大木の株はそのままで

す。 
 風の力の大きさを実感できる光景でもあります。 
 江戸時代末期から明治の初期に植えられた木でも一風吹けば… 
 大きな船でも一風吹けば… 
 今なら、そんな風の力の大きさを海と山と両方で見られます。 
 例の「ありあけ」も松本峠から見えます。 
 直線 5Ｋｍほどですから巨体がはっきり確認できますね。 
 午後からは逆光になり、光る海に黒い影が見えています。 
 でも、広い景色の中では、小さなものです。  
 神々の力の前では人間なんて… 
 と、言うことなんでしょうね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 熊野市             by je2luz | 2009-12-12 11:46 


